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第1章　製品概要

1　プログラム概要
概要

Allplan は、ドイツのCAD メーカーNemeｔｓchek 社により開発されたBIM ソリューションソフトです。
基本図面、レンダリングイメージやプレゼン映像、詳細施工図、数量算出やセキサンなどの建物のライフサイクルに必要なあ
らゆる情報を連続的に設計・表現することができます。
同社のAllplan シリーズにはArchitecture（一般建築CAD）とEngineering（RC 構造物CAD）などがあります。

Allplan Architecture （一般建築CAD）

■ Allplan Architecture とは
Allplan Architecture は、基本計画から施工図、詳細設計およびコスト計画まで一連の作業に関して、効果的なプレゼンテー
ションや提案をサポートする 3D 設計ソフトウェアです。2D 製図からオブジェクト指向の建物モデルに基づいた3D モデリン
グまでさまざまな設計タイプをカバーし、数量計算機能や積算機能も備えています。建物設計、インテリア、景観計画、都市
計画、地域計画など多方面に渡り活用できます。

■ Allplan Architecture のメリット
建物モデルの作図・視覚化・スケジュール管理に加えて、AllplanBCM と連動してプロジェクト全体の建設コストも算出しま
す。また、数量とコストを組み入れた建物モデルだけでなく、構造モデルも作成することが可能です。
この構造モデルは自動的に図面設計や配筋設計などのベースとなります。

■ Allplan Architecture の活用
Allplan を活用すれば、再建築、解体、改修図面を迅速に作成し、より効率的にリノベーション計画を立てることができます。
また、改築に伴って発生する廃材や必要な 建材の数量をすばやく計算することも可能です。
この数量はプログラム機能と作図の際に定義されたデータ内容の組み合わせに基づいて計算され、見積書や数量 明細書へ
の変換を容易に行うことができます。

■ Allplan １つのプロジェクトで複数の関係者が同時に作業できる
Allplan のワークグループマネジャー機能を利用すれば、1 つのプロジェクトにおけるチームの協力体制をより効果的にでき
ます。ワークグループマネジャー機能はローカルネットワークにあるCAD ワークステーションの組織化に特化したモジュール
です。全作業者はどのPC からでもすべてのプロジェクトにアクセスでき、同じデータへの同時アクセスも可能なため、計画の
一貫性が高まります。

Allplan Engineering (RC 構造物CAD)

■ Allplan Engineering とは
Allplan Engineering は構造計画のためのCAD ソリューションです。従来の2D 作図から、2D シェルや3D 配筋の複合的な
作図まで、高度な建物モデルの作図におけるあらゆる段階をサポートします。
意匠設計、構造設計（ソリッド構造、鋼構造、プレハブ構造、構造解析、土木構造物）、コスト管理、レンダリング、ビルサービ
スや施設・不動産管理の評価計算などにも活用できます。また、土木建設や道路建設と同様に、木造建築や構造計算などに
ついてもソリューションが用意されています。

■ Allplan Engineering のメリット
建築部材に対して鉄筋の配置が直接行えるため、1 つのモデルからすべての設計図（配置図、シェル図、配筋図など）を引
き出すことができ、基本計画から配筋作 図までの一連の作業がスムーズに行えます。また、配筋作図に関連する断面図や
ビューを利用することですべての図面と鉄筋表が自動的に更新されます。これにより、データの正確性と作業の効率化が実
現します。
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Allplan の配筋機能の特長

Allplan は自由で双方向的な図面設計・配筋設計のソフトウェアとして設計されており、複雑な形状をした建設プロジェクト
において特に実力を発揮します。

■ オブジェクト指向の図面設計や自動シェルエッジ認識機能、
あらかじめ定義され効率的に利用できる鉄筋グループ、高機能フィクスチャ、制御オプションに基づく幅広い操作により、干
渉のない配筋図とハイレベルな実用性が得られます。
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2　フローチャート

開始

プロジェクト作成

レイアウト出力

モデル作成

終了

配筋作成
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第2章　操作ガイダンス

Allplan2018　操作設定

メニューバーの表示
タイトルバーでメニューバーの表示/非表示の切り替えが可能

※メニューバーを表示しなくても、タイトルバーの「A」ボタン
からプロジェクトを開く等の操作ができます。
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カテゴリの切り替え
カテゴリの切り替えはリボン左端のボタンで行います。

デフォルトの機能はカテゴリ選択後も常に表示されています。

パレット表示したい場合
メニュー「ビュー」の「デフォルト設定」で「パレット設定」を選
択すると、以前と同様にパレット表示できます

パレットのアイコンサイズやテキスト表示切替は、パレット内
で右クリックして設定します。
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1　プロジェクト作成
作業領域となるプロジェクトを作成します。
今回は「JISG3112」を利用した橋脚モデルの作成となります。

1－1　プロジェクト新規作成
<ファイル>-<新規プロジェクト、プロジェクトを開く>で画面を展開します。

アンドゥ、リドゥ（元に戻す、やり直す）
タイトルバーのボタンで行います

プロジェクト名を付け「次へ」を押下します。
デフォルト設定などはデフォルトのままとしま
す。
「次へ」を押下し、処理を完了します。

ウィンドウの切り替え
タイトルバーのボタンから行います
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1－2　プロジェクト仕様の設定
プロジェクトの仕様を設定します。
<ファイル>-<プロジェクト仕様で開く>で画面を展開します。
ファイルセット構造タブ、上から順にファイルが並んでいます。

2　モデル作成
ラーメン橋脚のモデルを作成します。

2－1　フーチング部分作成
フーチング部分の作成をします。

ファイルの数字の右側をクリックし以下のように名称を入力し
ます。

1 橋脚
2 構造一般図用
3 鉄筋-基礎
4 鉄筋-柱
5 鉄筋-梁
6 構造一般図用
7 基礎配筋用
8 柱梁配筋図用
9 リスト
10 タイトルブロック

【ファイル状態について】
1：アクティブな図面ファイル
2：編集モードで開かれている図面ファイル（編集可能）
3：参照モードで開かれている図面ファイル（編集不可・可視）
4：非アクティブな図面ファイル（編集不可・非可視）
5：空の図面ファイル
6：一時的に割り当てられている図面ファイル

※閉じるを押す際にはどれかの図面をアクティブにしている必
要があります。

モデリングタブより＜直方体＞を選択し、任意の位置をクリッ
クします。

下段ダイアログに数値を入力します。

＜X：8000＞
＜Y：2800＞
＜Z：1700＞

Enterキーを押下し確定させます。
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このようなボックスが生成されます。(アニメーションウィンド
ウにて)

下記のビューにて右から左を見る状態にし、右側のボックスを
選択します。

右クリックをして「エンティティをストレッチ」を選択します。

右のボックスの右上をクリックし、ボックスの線に沿って真下
へおろします。

下段ダイアログの2つ目に「200」を入力し、Enterキーを2回押
下します。

平面のウィンドウにて現在作成したモデルの左上の頂点にカー
ソルを合わせ、クリックし、同様に下段ダイアログに数値を入
力します。

＜X：8000＞
＜Y：1100＞
＜Z：1700＞

Enterキーを押下し確定させます。

このような形が作成されます。(平面ウィンドウにて)
一度Escキーを押下し、ボックスの処理を終了させます。
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このような形に作成されます。

作成した形をミラーコピーします。

ビジュアライズタブ-編集にある　　　 ＜鏡像コピー＞をク
リックします。ミラーコピーする要素(右の台形となったボック
ス)を選択します。
　　
最初に作成したボックスの上辺の中点にカーソルをもっていく
と
中点にスナップが利き、カーソルが　　　になります。

クリックしない状態で中点から下へカーソルをずらすと
中点からの数位直線が立ち上がる任意の位置でクリック、
さらに下へカーソルを移動しクリックします。

※トラック線がアクティブになっていると補助線が表示されま
す。

このような形が作成されます。
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2－2　柱の作成
柱の作成を行います。

ミラーコピーしたボックスを結合します。
モデリングタブ-ブーリアン演算より＜結合＞を選択します。

作成した3つのボックスすべてを選択し、右クリックで確定させ
ます。
このように、ボックスが一つに結合されます。

モデリングタブより＜直方体＞を選択します

平面のビューにて、図の場所にカーソルを持っていき、クリック
しない状態で右へカーソルをずらします。

下段ダイアログに1000、100と入力し、Enterキーを押下しま
す。
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下段にボックスの配置のダイアログに変わります

＜X：1500＞
＜Y：2600＞
＜Z：8500＞

入力後、Enterキーを押下し確定させます。
作成した形をミラーコピーします。

モデリングタブ-編集にある　　　 (鏡像コピー)をクリックしま
す。ミラーコピーする要素(右の台形となったボックス)を選択し
ます。
　　
最初に作成したボックスの上辺の中点にカーソルをもっていく
と
中点にスナップが利き、カーソルが　　　になります。

フーチング作成のとき同様、
クリックしない状態で中点から下へカーソルをずらすと中点か
らの数位直線が立ち上がる任意の位置でクリック、さらに下へ
カーソルを移動しクリックします。

※トラック線がアクティブになっていると補助線が表示されま
す

このように、ミラーコピーされます。
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2－3　梁の作成
柱の作成を行います。

カスタムモデリングタブより＜直方体＞を選択します

任意の位置(できれば作成したモデルの隣)をクリックし、
下段ダイアログに＜X：6000＞＜Y：2600＞＜Z：1700＞を入
力し、Enterキーを押下し確定させます。

上記で作成したボックスの右下をクリックし、
下段ダイアログに＜X：1500＞＜Y：2600＞＜Z：1700＞を入
力し、Enterキーを押下し確定させます。

このような形状で作成されます。

右クリックをして「エンティティをストレッチ」を選択します。前
面図でで作成したボックスの右下をクリックし、ボックスの線
に沿って真上へなぞりスナップさせます。

下段ダイアログの2つ目に「200」を入力し、Enterキーを2回押
下します。

図のような形で作成されます。
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作成した形をミラーコピーします。
カスタムモデリングタブ-編集にある　　　 (鏡像コピー)をク
リックします。ミラーコピーする要素(右の台形となったボック
ス)を選択します。
　　
最初に作成したボックスの上辺の中点にカーソルをもっていく
と
中点にスナップが利き、カーソルが　　　になります。

クリックしない状態で中点から下へカーソルをずらすと中点か
らの数位直線が立ち上がる任意の位置でクリック、さらに下へ
カーソルを移動しクリックします。

※トラック線がアクティブになっていると補助線が表示されま
す。
このような形が作成されます。

ミラーコピーしたボックスを結合します。
モデリングタブ-ブーリアン演算より＜結合＞を選択します。

作成した3つのボックスすべてを選択し、右クリックで確定させ
ます。
このように、ボックスが一つに結合されます。

作成した梁を柱の上に移動させます。
前面図が表示されたウィンドウで操作を行います。

右のメニューバーにある＜移動＞をクリックします。
移動する要素(梁)を選択します。
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ボックスの上辺の中点にカーソルをもっていくと
中点にスナップが利き、カーソルが　　　　になったところで
クリックをします。

そこでクリックをします。
そして上に水平に現在出来上がっている躯体上にマウスで移
動させます。
フーチングの中点で再度カーソルが　　　　になったところで
垂直に移動し、下段のダイアログに8500と入力し、クリックで
確定します。

このような位置へ移動することができます。

同様に視点位置を右へ変更し、梁を中心へ移動させます。
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2－4　 要素の設定
作成したオブジェクトに属性を設定します。

最後に躯体を結合します。
前面図が表示されたウィンドウで操作を行います。
モデリングタブ-ブーリアン演算より＜結合＞を選択します。

作成した４つのボックスすべてを選択し、右クリックで確定さ
せます。

このように、ボックスが一つに結合されます。

作成した躯体の上で右クリックします。
<属性を修正>を選択します。

質、材質に「コンクリート」と入力します。
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3　配筋
前セクションで作成したラーメン橋脚に配筋します。

3－1　セクションの作成
作業用のセクションを作成します。

アイコンをクリックし＜エンジニアリング＞へ変更します。

鉄筋タブ-セクションを作成-ビューを作成を選択します。

平面図よりセクションを作成する要素を選択します。

ツールパレットの＜ビュー＞より断面を見る方向をクリックする
ことで断面図が作成されます。

図のようにビューを作成できます。
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3－2　鉄筋の配筋
鉄筋の配置を行います。

鉄筋の配置

鉄筋タブ-鉄筋形状を選択します。

ファイル-プロジェクト仕様で開くをクリックします。

「3　鉄筋-基礎」をアクティブな図面 にし、閉じるをク
リックします。
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ドロップダウンより「自由形状」を選択します。

＜フックのチェックを外す＞

横断面カタログ＜SD295＞を選択
寸法＜22＞を選択

＜同じコンクリートかぶりにチェック＞
コンクリートかぶり＜89＞を入力

関連ビューで鉄筋をモデリングします。
前面からのビューで 1→2→3→4 の順にクリックし、＜ESCで
形状を確定させます。＞

＜ESCを3回クリックし処理を終えます。＞

22
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鉄筋を立体化させます。

鉄筋タブ-鉄筋配置 をクリックします。

鉄筋の本数、間隔を指定することが出来ます。
＜個数：17＞
鉄筋の配置後に個数を変更することも可能です。

配置する鉄筋を選択します。

下図のように平面図で1→2とクリックし、ESCで確定させま
す。
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加工図の配置、修正

Allplanでは加工図をスキーマと呼びます。関連ビューから加工図を作成します。

このように鉄筋が配置されます。

鉄筋-全体スキーマをクリックします。

関連ビューの鉄筋をクリックします。

任意の場所でクリックすると加工図が配置されます。
配置後はESCを押下します。

24
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変化鉄筋の配置
長さの違う鉄筋を配置するには鉄筋の配置に場所ツールを使用します。

鉄筋の修正をします。(側面：152→150へ)
作成した加工図をクリックするとストレッチできるようになり
ます。

そのままカーソルを垂直に上にずらします。ダイヤログが表示
されるので、「20」と入力します。
同じ手順でもう片側も修正します。この加工図の修正で自動的
に寸法が修正されるようになります。

このように変更することができます。

鉄筋-鉄筋形状を選択します。
ドロップダウンより「自由形状」を選択します。

先ほど作成した鉄筋と同じ形状の鉄筋を再度作成し、ESCで
形状を確定させます。
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作成した鉄筋の配置を指定します。
 鉄筋-特殊配置を選択します。

ダイアログで配置する鉄筋をきかれますので、「2」を入力し、
Enterで確定します。

配置ツールが出ますので、左から４つ目の多角形を選択し、OK
をクリックします。

セクションが伸縮する方向を指定します。
下図のように前面図にて、1→2とクリックします。この線と直行
方向に鉄筋が伸縮します。

右からのセクションで鉄筋を配置するための多角形を描きま
す。多角形のオフセット位置を指定するダイアログが画面左下
に表示されますので、「100」を入力しEnterで確定します。

右からのセクションにて1→2→3→4→5→6とクリックします。
※鉄筋が並ぶ方向となる線から描くようにします。

画面左下ダイアログで「配置方向に垂直」の 「1」でEnterを押
下します。

次のダイアログ ベンチング値 に 「0」でEnterを押下します。

26

第２章　操作ガイダンス



OKを押下します。

「中央から外側へ」を選択します。
数量を「4」へ変更します。

設定が終わると4本の鉄筋が配置されます。

作成された4本の鉄筋を  (鏡像とコピー)を使用して反対
側にコピーを行います。
 ※要領はモデル作成時と同じです。
右のセクションでクリック＋Shiftキーでコピーする鉄筋を選択
します。→4本とも選択状態(赤色)となります。

 (鏡像とコピー)をクリックし、ミラーの軸を定めます。
フーチング下辺の中点にカーソルをもっていくと

中点にスナップが利き、カーソルが になります。

躯体作成のとき同様、
クリックしない状態で中点から上へカーソルをずらすと
中点からの数位直線が立ち上がる任意の位置でクリック、
さらに下へカーソルを移動しクリックします。
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2Dのラインを3Dの鉄筋に変換

2Dで作成したラインを3Dの鉄筋へ変換します。

下図のようにアニメーションウィンドウで鉄筋が配置された様
子を確認することができます。

部材-クイックアクセス-線を選択します。

 任意点をクリックし、垂直に移動させます。ダイアログで
「300」と入力し、Enterで確定、Escで処理を終了します。

部材-クイックアクセス-円を選択します。
　 デルタ確認基づいた終点角度を入力、2点に基づいた円を
クリック状態にします
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図の始点部分をクリックし、カーソルを右へ動かし、画面下の
ダイアログに「150」を入力し、Enterで確定

再び、始点の指定で図の始点部分をクリックします。

デルタ角または終点に「90」と入力し、Enterで確定、Escで処
理を終了します。

作成された円弧の終端から再度線を描きます。
部材-クイックアクセス-線を選択します。
  下図の始点部分をクリックし、右へ平行移動させます。
ダイアログに「7650」と入力、Enterで確定、Escで処理を終了
します

赤色のフック部分をマウスドラッグにて選択し、 (鏡像と
コピー)をクリックし、ミラーコピーします。

コピー後
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作成した2Dのラインを前面のセクションに移動します。
マウスドラッグにてラインすべてを選択状態にします。

右のメニューバーにある  (移動)をクリックします。
ライン上に沿って中点でクリックします。

前面のセクション フーチング下辺に沿って中点をスナップ
クリックせずに垂直へ移動させ、下のダイアログに「100」と入
力し、Enterで確定、Escで処理を終了します。

中点でスナップさせ、垂直方向に移動

図のように配置されます。

配置したラインに要素を与え、鉄筋にします。
<エンジニアリング>-<棒鉄筋>-<要素を変換、マッチさせます>
を選択します。
  配置したラインをマウスドラッグにて選択します。

表示された画面のφを「25」にし、OKボタンを押下します。
  ESC2回でツールを終了します。
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要素を変更した鉄筋を配置します。
鉄筋-鉄筋を配置を選択します。

画面左下のダイアログに「3」を入力し、Enterで確定します。

オプションの「整列」のチェックがONになっていることを確認
します。

鉄筋を配置のプロパティを下記内容に設定します。
　＜同一のンクリートかぶり：チェックON＞
　＜コンクリートかぶり：80＞
　＜間隔：150＞
　＜エッジオフセット：開始=終了＞
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3－3　セクションの再レイアウト
寸法線、加工図を配置する前に図面用のセクションを再レイアウトします。

入力後、右からのセクションで1→2とクリックします。

Escで確定、処理を終了すると、記のように鉄筋が配置されま
す。

ファイル-プロジェクト仕様を開くを選択します。

 ７ 基礎配筋用を「アクティブ」に、1 橋脚、　３ 鉄筋-
基礎 を「編集」にします。

セクションを作成します。
①<エンジニアリング>-<関連ビュー>-<セクションを作成>を選
択します。
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1 

2 

セクションを作成を選択します。
②前回同様平面図よりセクションを作成する要素を選択しま
す。

③ビュー方向を選択 下方向へカーソルを持っていき、クリック
します。
④セクションを作成する範囲を指定します。下図のように1→2
とクリックし、ESCで確定させます。

⑤任意の位置でクリックしてビューを配置します。
　 その配置したビューに対して、下図のように1→2とクリック
し、ESCで確定させます。
　 前面図の下半分のビューを作成することができます。
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1 

2 

⑤任意の位置でクリックしてビューを配置します。
　 その配置したビューに対して、下図のように1→2とクリック
し、ESCで確定させます。
　 前面図の下半分のビューを作成することができます。

⑥次に右側面図の下半分のビューを作成します。
同様の手順で①、②を行います。
⑦ビュー方向を選択 右方向へカーソルを持っていき、クリック
します。
⑧セクションを作成する範囲を指定します。下図のように1→2
とクリックし、ESCで確定させます。

⑨クリックで配置をする前に、画面左下のダイアログに「90」
を入力し、Enterで確定します。
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90度回転した状態になるので、その状態でクリックにて配置し
ます。
　 その後、下記のように1→2とクリックし、ESCで確定させま
す。

⑩次に上端筋と下端筋を表示した平面図を並べて表示しま
す。
　 先ほど作成した前面図の下部分のビューに対して行いま
す。
  <ツール>-<エンジニアリングビュー、詳細>-<関連ビュー>-<
セクションを作成>を選択します。
  下図を指定し、ビュー方向の選択で下方向へカーソルを持っ
ていき、クリックします。
　 次に下記 1→2とクリックし、ESCで確定させると、上端筋
のビューが作成されます。
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同様の手順で下端筋のビューを作成します。上端筋の横に配
置すると下記のように作成されます。

3つのビューを作成しました。
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3－4　加工図の描画
加工図の描画を行います。
Allplanでは加工図を「スキーマ」といいます。

加工図の為のアイコンは２つあります。
・全スキーマ：配列したすべての鉄筋の情報を加工図にします。
・部分スキーマ：選択した鉄筋のみの情報を加工図にします。

※矢視(クリッピングパス)の表示は、ビューとセクションのプロ
パティ(ビューをダブりクリックで表示)の
　 「関連ビューの断面設定」で設定することが可能です。

①<エンジニアリング>-<鉄筋>-<メッシュ>-<全スキーマ>をク
リックします。

  先ほど作成したセクションから下端筋をクリックする。

37



配置したい場所でクリックし、配置します。

プロパティを利用すると便利です。

※一度配置した加工図は再度配置されません。
3-2-2で番号①の加工図を配置しているので、こちらの鉄筋を
選択した場合は、メッセージが表示されます。

3－5　ラベル
鉄筋記号と引き出し線を描画します。Allplanでは「ラベル」といいます。

②変化鉄筋をクリックすると、鉄筋の変化表が表示されま
す。
<ツール>-<エンジニアリング>-<棒鉄筋>-<全スキーマ>をク
リックします。
  変化鉄筋である鉄筋番号②の鉄筋を作成したセクションより
クリックすると、下記変化表が表示されます。

<ツール>-<エンジニアリング>-<棒鉄筋>-<寸法ライン・ラベル
>をクリックします。
　 鉄筋番号①の鉄筋をクリックします。
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②プロパティ部分に鉄筋ラベルというタブが表示されるので、
下記内容を設定します。

コームを選択

マーク番号、番号、直径にチェック

引出線
コムラインの角度　「90」
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 ③任意の位置でクリックし、引き出し線を描画します。
　 同様な手順で鉄筋番号②の引き出し線も描画します。

④鉄筋番号③のラベルを作成する場合は、下記のように設定
します。

コムラインの角度　「80」
間隔/長さ　「5ｍｍ」

任意の位置でクリックすると、下記のような引き出し線を描画
できます。
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3－6　寸法線
寸法線を描画します。

①<クイック>-<寸法線>をクリックします。

プロパティ

・寸法線の方向を「垂直方向」に設定します。
・プロパティをクリックします。

②画面が展開されるので、「テキストタブ」の「方向」を
確認します

③入力オプションタブで延長線を「参照点までの距離」長さを
「300.0」mmとします。

図のように設定を変更
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④平面図に寸法線を描画します。
　まず、寸法線を描画したい位置でクリックします。
図のように1→2とクリックします。
ESCキーを押下します。

⑤次にカーソルを今引いた寸法線へ重ね、少し右に持ってい
きます。
矢印が表示され自動的に一定間隔が得られます。矢印が表示
された状態で一度クリックし、右下図のように１－６の順にク
リックします。柱の位置はトラック線による補助線を利用す
るとうまく設定できます。

⑥同様に今引いた寸法線の少し右に持っていきます。
鉄筋の中心線をクリックしていき配筋の範囲を示す。
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⑦書き込み寸法を編集します。“2400”をダブルクリックする
と、寸法線のプロパティが表示されます。

プロパティの<セクション/点>タブを選択し、寸法テキストの
チェックを外し、追加テキストにチェックをして、
「16@150=2400」と設定します。

⑧プロパティの「OK」を押すと下記のように寸法線に反映され
ます。
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3－7　数量表
数量計算の表を表示します。

以上の要領で下記のような配筋図を作成することができま
す。

配筋図例(その１)　　描画ファイル：　8柱梁配筋図用

配筋図例(その２)　　描画ファイル：　7基礎配筋図用

<エンジニアリング>-<鉄筋>-<鉄筋>-<鉄筋レポート>を選択し
ます。

② レポート選択画面が表示されますので、鉄筋フォルダの「鉄
筋一覧表　–　曲げ形状.rdlc」を選択します。
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4　レイアウト
4－1　レイアウトエディタ
印刷する際のレイアウトを行います。

③「オプションを入力」と小さい画面が開くので、「すべて」を
選択します。
　 下記の用にレポートが出力されます。こちらのページから印
刷、ファイル出力が可能です。

④プロジェクトのパラメータ値などは左のリストで変更できま
す。
　レイアウトの内容の変更はレイアウトデザイナーボタンより
変更できます。

レイアウトエディタタブをクリックします

レイアウト編集-ページ設定をクリックします。
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プリンターの設定が表示されますので、出力形式DIN A3 横書
きに設定してください、「閉じる」をクリックします。

「レイアウト要素」ツールを選択します。

④建物構造をクリックし、レイアウト対象にチェックを入れ、
OKボタンを押下します。
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⑤レイアウトエディタ上で、表示したいところにクリックしま
す。

レイアウト-レイアウトウィンドウを開きます。
　 「すでに配置されたレイアウト要素」を選択します。

レイアウトエディタで、レイアウトした要素を囲んで選択しま
す。

下記のように、1→2とクリックします。
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4－2　タイトルブロックの作成

配置したレイアウトが一つのレイアウトウィンドウとして設定さ
れます。

図のようなタイトルブロックを作成します。

ファイル-プロジェクト仕様で開くで開きます。
「10　タイトルブロック」のみをアクティブにしてＯＫを押しま
す。
画面右下の縮尺を1：1に変更します。

クイック-矩形を選択します。

平面図の任意の場所でクリックして、下段ダイアログにX：100、
Y：60と入力します。
　 Enterで確定すると、下記のような長方形となります。ESCで
処理を終えます
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クイック-要素に平行を選択します。

先ほど作成した長方形の下辺をクリックします。
　下段ダイアログでオフセットに10を入力します。

Enterを押すと、どちら側に平行線を作成するか聞かれますの
で、平面図の長方形の下辺より上をクリックします。

次に、番号と聞かれます。こちらは何本平行線を引くか、というこ
となので5と入力します

Enterで確定すると、下記のように平行線が引かれます。ESCで
処理を終えます。

画面右より コピーを選択します。

  平面図の長方形の左辺をクリックします。
  平行に右側にドラッグすると、下段ダイアログが下記のように
なりますので、20と入力します。

 Enterを押して確定させると、下記のようになります。

＜２D図面＞-＜2Dオブジェクト＞-＜線＞などを使用して、下記
のような図を完成させます。
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作成したタイトルブロックに文字を入力します。
クイックアクセス-水平テキストをクリックします。

平面図上で右クリックし、中点をクリックします。

最上段左欄の左下隅、右上隅の順にクリックします。中点がア
ンカーポイントとして決定されます。

テキストの入力ウィンドウが開くので「工事名」と入力し、OK
を押下します。
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同様な方法で下記を入力します。

プロジェクト属性の設定を行います。
　<ファイル>-<新規プロジェクト、プロジェクトを開く>で画面
を開き、該当プロジェクト上で
右クリックをし、プロパティを開きます。

プロジェクト設定画面が開くので、<属性を割り当て>ボタンを
押下します。
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　設定に必要な内容を入力し、OKボタンをします。

プロジェクト属性をタイトルブロックに設定します。
<ドラフト>-<ユーザー定義オブジェクト>-<ラベル、凡例>-<ラ
ベル様式>

ラベル様式>を押下します。
ラベル様式の画面がでますので、属性をクリックします。

属性選択画面が表示されますので、項目を選択し、OKボタン
を押します。
カテゴリー：「プロジェクト」
属性：「建設プロジェクト」
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ラベル様式画面の調整を押していない状態、フォーマット(文
字の長さ)をA35に設定します。

平面図上の工事名のところでクリックすると、工事名に建設プ
ロジェクトが設定されます。

同様な手順で、会社名、事業所名も設定します。

タイトルブロックをラベルとして定義します。
<ユーザー定義オブジェクト>-<ラベル、凡例>-<ラベル様式>
を押下します。
DefFol(フォイルを定義)をクリックします。

平面図上でタイトルブロック全体を選択します。
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参照点を聞かれますので、右下隅をクリックします。

データの保存先を設定します。
ディレクトリ：「オフィス」、サブフォルダ：「7 タイトルブロッ
ク」、名前：「1 国交省CAD製図基準」

⑩ラベルの配置を行います。
<ファイル>－<レイアウトエディタ >を開きます。
<レイアウトエディタ>-<レイアウト編集>-<ページ設定>をク
リックします。
ページ設定のプロパティでタイトルブロックを「ラベル」に変更
します。

ラベルスタイルを選択する画面が出ますので、先ほど設定した
ラベルを選択しOKボタンを押します。
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4－3　ファイル出力
レイアウトエディタに表示された内容を印刷、またはファイル出力を行います。

下記のようにタイトルブロックが表示されます。

①まず初めに、表示されている文字(特に日本語部分)を
PDFや印刷可能なフォントに変換しておきます。
　鉄筋表などは通常の平面図上で、タイトルラベルはレ
イアウトエディタ上で編集します。

右クリックし<テキスト設定を変更>をクリックします。
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小画面が開きますので、フォント変更部分をクリックし
ます。

フォント選択画面が開きますので、そちらより、フォント
を選択します。(日本語に対応しているフォントを選択）
　 ここでは「MSゴシック」を選択します。OKボタンを
押して画面を閉じます。
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フォントを変更したい部分を囲み選択をします。囲んだ範囲の
文字のフォントが変更されます。

②レイアウトを印刷します。
まず、レイアウトエディタを開きます。
<ツール>-<ベーシック>-<レイアウト>-<レイアウトを印刷>を
クリックします。
設定でプリンタや、印刷フォーマットなどを合わせます。
出力モードの印刷にチェックを入れて開始します。

③PDF出力します。
レイアウトエディタを開いた状態で<ツール>-<ベーシック>-<
レイアウト>-<レイアウトを印刷>をクリックします。
出力モードのPDFエクスポートにチェックを入れ、設定ボタン
を押します。
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パスにてPDFファイルを保存する場所を設定して、開始を押し
ます。

指定されたフォルダにPDFファイルが保存されます。
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4－4　IFC出力
IFC出力を行う場合は建物構造に図面を配置する必要があり
ます。
「プロジェクト仕様で開く」をクリックします。

「定義済みの構造レベルを挿入」をクリックします。

「構造」を長押ししながら、対象の建物構造までド
ラッグします。

追加された「構造」へ、出力を行いたい図面を選択
し、ドラッグで移動します。
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ファイル-エクスポートより「IFCデータをエクス
ポート」をクリックします。

エクスポートしたい図面を選択し、OKをクリックします。

「参照」をクリックし、保存フォルダとファイル名の設定を行い
ます。
歯車のマークをクリックし、出力設定を行います。

要素フィルター-他の要素
2D要素にチェックを行い、OKをクリックします。
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OKをクリックすることで、IFCファイルが対象のフォルダへエク
スポートされます。
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第3章　その他の操作

1　属性の付与
鉄筋や形状に対して属性を追加します。
属性データは「Allmenu-オフィス標準」内のxmlフォルダへ自動的に保存されます。

属性を付与したい要素を選択し右クリック＜属性を修正＞をク
リックします。

工種やオブジェクト名を指定します。
追加の属性がある場合は＜新しい属性を割り当て＞をクリック
します。
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属性選択にて追加したい属性を選択します。
該当の属性がない場合は
＜属性グループ＞-＜ユーザ＞の＜新しい属性を定義＞より属
性名を追加します。

今回は「躯体」属性の項目を追加し「フーチング」と入力しまし
た。
追加の属性がある場合は同様の手順を繰り返します。

63



2　任意のパスに沿った押し出し
2－1　モデル作成
「パスに沿って押し出し」を行うことで任意の形状を作成することができます。

押し出しを行う断面をサーフェスで作成します。

※3D線から3Dサーフェスへ変換することも可能です。

3D線や3Dスプラインで押し出したい方向に線を描画します。

「パスに沿って押し出し」を選択し、押し出しを行うサーフェス
を範囲選択します。

押し出し方向の線を選択することで断面が押し出されます。
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2－2　配筋

断面を切り出し、鉄筋形状を作図します。

「パスに沿って鉄筋を押し出し」を選択し、押し出したい鉄筋
を選択します。

鉄筋を押し出すパスを選択します。

はみ出した鉄筋等は修正を行います。
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